






根型 ･ 間取り ･ 建築材料など有形の文化要素のほ



































慶尚南道（8 カ所）･ 全羅北道（7 カ所）･ 全羅南
道（17 カ所）がいずれも「クンバン」のみ、慶
尚北道（7 カ所）は「アンパン」4 カ所 ,「クンバン」
3 カ所という内訳であった 3。それ以外で「クン
バン」の記載がみられたのは忠清南道の 1 カ所の











慶尚北道が 7 例で、ソウル ･ 京畿道の 9 例に次ぐ。
「クンバン」はソウル ･ 京畿道の 6 例、釜山 ･ 慶
尚南道 6 例および全羅南道 2 例のみで、慶尚北道
を含む他地域には現れない。
さらに、両親の出身地でみても、「アンパン」
33 例のうち、慶尚北道が最多の 7 例を数えたほか、
その他の南部各道でも、全羅北道 5 例、全羅南道
4 例、釜山 ･ 慶尚南道 3 例という結果となった。
「クンバン」は釜山 ･ 慶尚南道 6 例をはじめ、全
羅南道 3 例、慶尚北道 3 例、全羅北道 1 例で、他
















































祥明大 115 の計 170 例で、うち同一学生による重




単独住宅が 4 例（2.4％）、②現代式単独住宅が 31
例（18.6％）、③集合住宅（連立住宅 / アパート ･
マンション等）が 130 例（77.8％）、④その他が 1
例、無記入 1 例という内訳になった。このうち全
















約 1249 万 4800 戸のうち、アパートが 662 万 7 千
戸で 53％を占める。単独住宅は 398 万 5 千戸で
31.9％にとどまった 7。2000 年の統計では、住宅
総戸数約 1095 万 9300 戸のうち、アパート 523 万
















の総数 112 例に対して 71.4％、中部地方の回答数
96 例に対しては 83％に相当する大きい比率であ
る。また、「クンバン」が過半を占めた嶺南地方
























士が 2 例、湖南地方同士が 6 例、嶺南と湖南の組
み合わせが 1 例、どちらか一方のみ南部地方出身

































ソウル 59 49 10
仁川広域市 5 5 0
京畿道 32 26 6
中部地方計 96 80 16
江原道 2 2 0
忠清北道 1 1 0
大田広域市 0 0 0
忠清南道 2 1 1
大邱広域市 4 1 3
慶尚北道 1 1 0
釜山広域市 32 13 19
蔚山広域市 6 4 2
慶尚南道 15 6 9
嶺南地方計 58 25 33
全羅北道 2 1 1
光州広域市 0 0 0
全羅南道 3 2 1








特別市 ･ 広域市レベルに分けて、全 164 例を集計
しなおしたものである 10。それによると、父が中








父出身地 全 Ａ Ｋ
全体 164 例 112 例 52 例
ソウル特別市 25 22 3
仁川広域市 3 3 0
京畿道 10 10 0
中部地方計 38 35 3
江原道 8 7 1
忠清北道 10 10 0
大田広域市 2 1 1
忠清南道 8 7 1
＊忠清道
（南北不詳 ) 6 5 1
大邱広域市 3 2 1
慶尚北道 13 9 4
釜山広域市 19 8 11
蔚山広域市 0 0 0
慶尚南道 27 9 18
嶺南地方計 62 28 34
全羅北道 6 2 4
光州広域市 1 0 1




湖南地方計 28 17 11
済州特別自治道 0 0 0







例中の 34 例が、また、湖南地方出身の場合は 28
例中の 11 例が、「クンバン」と回答している。そ
の合計は 45 例にのぼり、「クンバン」の総数 52
例の 86.5％に達する。忠清南 ･ 北道と大田広域市
を含む湖西地方ないし北東部の江原道の出身者を
父にもつ家庭は 34 例で、うち「クンバン」使用
の家庭は 15％弱の 5 例にすぎない。
一方、母親の出身地から同様の集計結果を示し
たのが、表 3 である。こちらは中部地方出身が
43 例で、表 2 でみた父の出身地の場合に比べて、





母出身地 全 Ａ Ｋ
全体 164 例 112 例 52 例
ソウル特別市 25 20 5
仁川広域市 3 3 0
京畿道 15 15 0
中部地方計 43 38 5
江原道 7 7 0
忠清北道 7 6 1
大田広域市 1 1 0
忠清南道 10 7 3
＊忠清道
（南北不詳 ) 8 8 0
大邱広域市 2 1 1
慶尚北道 12 7 5
釜山広域市 18 11 7
蔚山広域市 2 2 0
慶尚南道 23 5 18
＊慶尚道 1  1
（南北不詳）
嶺南地方計 58 26 32
全羅北道 3 2 1
光州広域市 1 0 1




湖南地方計 22 14 8
済州特別自治道 0 0 0




が 32 例、湖南地方が 8 例にとどまり、この両地
方を合わせた南部地方の合計は 40 例で、「クンバ






















嶺南 嶺南 18 30 48
湖南 湖南 10 7 17
嶺南 湖南 1 1 2
湖南 嶺南 3 0 3
嶺南 中部 6 4 10
嶺南 その他 1 3 4
嶺南 不詳 2 0 2
湖南 中部 1 0 1
湖南 その他 3 0 3
中部 嶺南 1 0 1
中部 湖南 2 0 2
その他 嶺南 5 5 10
その他 湖南 1 0 1
中部 中部 24 1 25
中部 その他 6 0 6
中部 不詳 2 0 2
その他 中部 6 0 6
その他 その他 18 1 19
不詳 その他 1 0 1
不詳 不詳 1 0 1


















せにおいて、全 56 例のうち、54 例を数えるほか、
父母のどちらか一方に嶺南地方ないし湖南地方の
出身者を含む組み合わせのグループでも、32 例


































































































  韓国統計庁『韓国統計年鑑』2010 年版による。
8
  同 2003 年版による。
9
























李泳澤（1965）「平面構造上으로 본 韓國의 家屋








한국민가에 있어서 방 호칭의 지역성에 대하여 (II)




  한국민가에 있어서 주된 침실의 호칭으로서는 [ 안방 ] 이라는 말이 표준적으로 많이 쓰여지는데 , 남
부지방을 중심으로 [ 큰방 ] 이라는 호칭도 흔히 쓰여져 왔다 . 본  연구에서는 서울과 부산의 대학생을 대
상으로 설문지 조사를 실시하여、 이들 두 가지 호칭이 주로 어느 지역에서 많이 쓰여지는지를 살펴보면
서 , 그 지역적인 분포 상황을  학생들의 부모 출신지와의 관계도 아울러 검토해 보았다 .
  이번 설문지 조사에서 회수된 총 167 부 가운데 [ 안방 ] 이 112 건 , [ 큰방 ] 이 52 건 , 기타 3 건으로 , 
[ 안방 ] 과 [ 큰방 ] 의 비율은 약 2 대 1 로 나타났다 . 이를 학생들의 자택소재지별로 보면 [ 안방 ] 이라
는 호칭이 서울 , 경기도 등 중부지방을 중심으로 하면서도 전국적으로 널리 분포되었는데 비해 , [ 큰방 ]
은 중부지방 (16 건 ) 과 남부지방 (35 건 ) 등 두 그룹으로 크게 나누어졌다 . 
  이를 부모 출신시별로 다시 집계한 결과 , 중부지방에서　[ 큰방 ] 이라고 부르는 그룹에서는 그 대부
분이 부모의 양쪽 또는 그 한 쪽이 남부지방 출신이었고 , 특히 호남지방 출신이 영남지방 출신을 웃돌았
다 . 그러나 남부지방의 그룹에서는 부모가  호남 출신보다 영남출신이 더 많았으며 ,[ 안방 ] 이라는 호칭
이 호남지방에도 많이 사용되고 있는 사실이 밝혀졌다 .
   
（2012 年 6 月 1 日受理）
